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公益社団法人　日本診療放射線技師会



【巻頭言】
一般社団法人　三重県診療放射線技師会

会長　山田 隆憲

平成26年6月より（一般社団法人）三重県診療放射線技師会会長に
就任し、引き続き2期目を務めさせていただきます山田隆憲です。
　東日本大震災が平成23年3月11日に発生して死者及び行方不明者が
20000人を超える被害が発生されています。福島県では原発事故が同
時に発生いたしまして現在でも復旧もままならない状態です。日本診
療放射線技師会及び三重県診療放射線技師会といたしましては、いち
早く福島県にてサーベイ（住民・土壌・ご遺体・診療所）活動を実施
してまいりました。

本年も日本診療放射線技師会・各都道府県診療放射線技師会では平成26年5月13日に環境省と
「平成26年度原子力災害影響等調査事業（福島県外における住民の個人被ばく線量把握事業）委
託業務」の委託契約を締結し第74回定期総会にて、追加事業として承認されました。引き続き各
都道府県診療放射線技師会も協力し、国民の不安解消にむけ継続的に活動しなければならないと
感じております。
次に、本年に国会を通過いたしました診療放射線技師法の一部改正についてです。こ

の度の改正点を要約いたしますと、「診療放射線技師が、病院又は診療所以外の場所に
おいて、健康診断として胸部X線撮影のみを行う場合に限り、医師又は歯科医師の立会い
がなくても実施できる」・「医師または歯科医師の指示の下、診療の補助として、磁気
共鳴画像診断装置その他の画像による診断を行うための装置」として、核医学診断装置
を追加する・造影剤の血管内投与に関する業務（CT検査、MRI検査等において医師又は
看護師により確保された静脈路に造影剤を接続すること及び造影剤自動注入器を用いた
造影剤投与を行うこと）・ 造影剤投与終了後の静脈路の抜針及び止血を行うこと・下部
消化管検査に関する業務（下部消化管検査に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認
の上、肛門よりカテーテルを挿入すること）・肛門より挿入したカテーテルより、造影
剤及び空気の注入を行うこと・画像誘導放射線治療（image-guided radiotherapy : 
IGRT）に関する業務（画像誘導放射線治療に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認
の上、肛門よりカテーテルを挿入すること・肛門より挿入したカテーテルより、空気の
吸引を行うこと）が新たに診療放射線技師の業として追加されます。我々の業務は国民
の皆様に質の高い医療を提供するうえで常に変化しております。それは機器の進歩によ
る新たな業務以外にも、国民から期待される職能範囲の拡大においても同様です。こう
いった変化に対して三重県診療放射線技師会といたしましても会員の皆様に十分な情報
提供と職能研鑽の場を整えてまいりたいと考えております。従いまして、三重県診療放
射線技師会の方針といたしましては1.日本診療放射線技師会とも密に連携を取りながら
活動をすること　2.他職能団体との交流を増やし、国民に対して診療放射線技師の認
知・地位向上のために努力すること　3.学術活動・教育事業・大会研究会の集参・福利
厚生活動に積極的に力を注ぐことを念頭に活動していく次第です。これらは当然、国民
の皆様のためであり我々診療放射線技師のためでもあります。これからも会員の皆様・
賛助会員の皆様におかれましては変わらぬご協力の程よろしくお願い申し上げます。

4



【平成26・27年度　三重県診療放射線技師会】
役員紹介
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会長　山田 隆憲

副会長　中西 左登志 副会長　界外 忠之

業務理事　村上 謙二 業務理事　浅沼 源示業務理事　石河 真人

理事　落合 哲也 理事　山本 憲一

業務理事　山田 剛

理事　大川 和穂
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理事　奥村 尚人 理事　北林 厚生

理事　難波 一能理事　伊藤 守弘

理事　森田 英稔

監事　牧 浩昭

理事　武藤 裕衣

理事　白藤 裕敏

監事　荻野 豊

理事　丹羽 正厳



役員組織図
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会　長　山田 隆憲
（鈴鹿回生病院）

副会長 中西 左登志
（鈴鹿医療科学大学）
界外 忠之
（岡波総合病院）

庶　務

業務理事 村上 謙二（伊賀保健所）
理　　事 大川 和穂（尾鷲総合病院）

落合 哲也（鈴鹿中央総合病院）　　　

編　集（HP担当含）

業務理事 浅沼 源示（三重大学医学部附属病院）
理　　事 山本 憲一（松阪中央総合病院）

白藤 裕敏（榊原温泉病院）

企画・会計

業務理事 石河 真人（伊賀保健所）
理　　事 奥村 尚人（県立総合医療センター）　

北林 厚生（遠山病院）

学術・教育

業務理事 山田　剛（三重大学医学部附属病院）
理　　事 伊藤 守弘（中部大学）

武藤 裕衣（鈴鹿医療科学大学）
難波 一能（とうかい整形外科かわげ）
森田 英稔（済生会松阪総合病院）
丹羽 正厳（市立四日市病院）

監　事 荻野　豊
（鈴鹿中央総合病院）
牧　浩昭
（三重大学医学部附属病院）　
山中 利之
（五十鈴監査法人統括 公認会計士）

参　与
（日本診療放射線技師会教育委員） 北岡 ひとみ（鈴鹿医療科学大学）

（アドバイザー）
上之郷 正実 (済生会松阪総合病院) 　中野 博文 (名張市立病院) 　落合 嘉平 (鈴鹿回生病院)
吉田 亘孝 (四日市羽津医療センター)　藤井 良宏 (市立四日市病院)　 西川　孝 (四日市健診クリニック)
浮田 和幸　(市立伊勢総合病院)　星野 吉昭（県立志摩病院）中島　誠 (主体会病院)

（学術教育担当）
近藤 偲瑞子(桑名東医療センター)　園田 伸一 (桑名東医療センター)　磯部 好孝（四日市羽津医療センター)
安本 浩二（県立総合医療センター）　松浦 佳苗 (鈴鹿医療科学大学)　水井 雅人 (鈴鹿回生病院)
落合 三奈恵 (三重大学医学部附属病院)　 山畑 経博 (三重大学医学部附属病院)



新役員紹介
。
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理事　白藤 裕敏
 
　 今年度から理事に就任させていただくことになり
ました。
 榊原温泉病院の白藤と申します。何分初めてで分か
らないことが多いですが、
　 民間病院として、スタッフの少ない病院が参加で
きるような技師会を考えていきたいと思います。ま
た、津市榊原研究会の会長も兼任してますのでこち
らの方もよろしくお願いします。

理事　大川 和穂

この度、新しく理事に就任させていただく事になり
ました尾鷲総合病院の大川 和穂です。
ここ数年間、勉強会への参加も少なくなっておりま
したが、これを機に少しでも多く参加することができ
ればと考えております。
初めてのことですので右も左もわからない状態です
が、先輩理事の方々のご指導を仰ぎながら、微力では
ございますが、少しでも役に立てるよう頑張りたいと
思いますので、皆様のご指導・ご協力よろしくお願い
いたします。

　監事　荻野 豊
　久しぶりの登場です。監事の荻野です。
　はなはだ微力ですが、三重県技師会の一層の発展
と会員活動が盛況でより良き場を提供できるように
励む所存です。
　つきましては、技師会共々ご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。



三重県診療放射線技師会 学術講演会アンケート
平成26年5月31日
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１．今回、何に興味を持って参加されましたか？（複数回答可）
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特別講演1 特別講演2

 

 

有効回答数:  52  （技師：52  学生：０ 無記名：3） 

 

1 .  今回、何に興味を持って参加されましたか？（複数回答可） 

特別講演 1   ：34  「 心臓 15O-H2O PET検査の初期経験」 

特別講演 2  ：48  「 顎口腔領域における画像診断」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  お聞きになり、内容はどうでしたか？ 

・特別講演 1  心臓 15O-H2O PET検査の初期経験 

□大変満足：28  □満足：16  □普通：10  □不満足：0  □大変不満足：0 

特別講演1　：　「心臓15O-H2OPET検査の初期経験」

51%

30%

19%

大変満足
満足
普通
不満足
大変不満足
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特別講演2　：　「顎口腔領域における画像診断」

79%

19%

2%

大変満足
満足
普通
不満足
大変不満足

その理由 
・MRとの比較や最新の情報がきけて良かったです 
・仕事上未経験だったから 
・かなり専門的でむずかしかった 
・新しい話題なので 
・自分の病院に RIがなくなじみのない分野だったので 
・携わっていないので 

 
・特別講演 2：顎口腔領域における画像診断 
□大変満足：43  □満足：10  □普通：1  □不満足：0  □大変不満足：0 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その理由 
 
・歯科関係を深く知る事ができました 
・どういう部分を画像で確認しているのかわかりやすかったです。 
・普段知らずに撮っていた事が多くとても勉強になりました 
・あらためて考えなおすいい講演でした 
・興味深く面白かった 
・とても分かりやすかったです 
・知らない知識が多くあり勉強になった 
・画像の重要性を認識しました 
・口腔領域の話を詳しく聞いたことがなかったので、とても勉強になった。 
・普段なじみがないが必要な分野だったので 
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3.  今回の学術講演会について、何かご意見ご感想があればお聞かせ下さい。 
 

Drサイドからの講演、なにを画像からもとめているか、見たいのかわかりよかった 
大変勉強になりました 
普段知ることができない画像診断のことが知ることができ、今後の参考になりました。 
大変勉強になりました 

 
4 .  今後、学術講演会で、とりあげてほしい演題などありましたらお書き下さい。 
 
・放射線治療に関すること 
・DATスキャン 
・別の分野でこのようなものをどんどんしてほしい 
・CTC 
・救急医療における画像診断の役割(症例画像の紹介など) 
・他職種の業務内容と放技師に期待すること。 
・学会発表の手順や作法、論文に至るまでの基礎的なこと 
・エコーについて 

 
以上 



【研究会活動報告】
平成26年度　三重県放射線治療研究会
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代表世話人 内藤 雅之 
 

場 所 ：三重大学医学部附属病院 1階 放射線治療室 
日 時 ：平成 26年 6月 21日（土）第一部 9:00～13:30 第二部 13:30～18:00 
参加人数：40名 
内 容 ：電子線相互校正講習会 

名古屋大学大学院医学研究科 
医療技術学専攻 医用量子科学講座 小口 宏 先生 

 
 昨年開催した放射線治療研究会の講演に続き、
名古屋大学大学院医学研究科小口宏先生をお招
きして、講演の第 2弾として実機を用いた電子
線用電離箱線量計の値付け実習を企画いたしま
した。専門技師認定機構では昨年より放射線技
術の向上を目指して実習形式の講習会を企画、
実施しています。放射線治療専門放射線技師認
定機構の理事でもある小口先生の持ち込み企画
で、三重県でも開催を企画するように依頼を頂
き実現に至りました。 
 さて、実習には、県内施設を中心に募集を募
りましたところ、県外も含めて多くの参加希望
を頂きました。三重大の施設の状況を考慮し、午前と午後に講習会を 2 班に分けて各 15 名程度の募集に
制限をさせて頂きました。本来であれば多くの方に実習に参加して技術習得をして頂きたいのですが、人
数が多いと充分に実習参加が出来ないと考えてのことだとご理解下さい。 
 電離箱線量計は、毎年校正にだして新しい水吸収線量校正定数の値付けを行います。しかし電子線用の
平行平板形線量計は、個体差による誤差が大きいとされていることと、校正を依頼できない線量計もある
ことから、日本医学物理学会編「外部放射線治療における水吸収線量の標準計測法」では、自施設での値
付けを推奨しています。今回の実習では、県内 4 施設の平行平板形線量計に対して値付けを行いました。
参加者全員で実際に線量計の設置方法や測定方法を確認しながら、データ取りを行い、収集したデータを
小口先生が準備されたエクセルシートに入力して値を導きだす形で行いました。 
 

 測定には、準備を含めて 3時間ほどのデータ収集
のあと、エクセルシートの解説を聞きながら 1時間
程かけて実際に値を出す形で行いました。参加した
方は、普段の業務で慣れていることもあり、手際よ
く測定が進んだことから、普段行うことの出来ない
フィールド線量計を用いた相互校正の実施方法を学
んでいました。導きだされた値と医用原子力研究振
興財団から提供された校正定数と比較してどのくら
いの誤差があるかなど、参加者が真剣に取り組んで
いました。 
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【相互校正講習会に参加して 1】 三重県立総合医療センター 後藤 昌希 

 

2014年 6月 21日に三重大学医学部付属病院にて、
開催された｢平成 26年度三重県放射線治療研究会 
第１回相互校正講習会｣に参加させていただいた
ので報告します。 

2012 年に外部放射線治療における標準計測法が
改定され、その中でも大幅に変更された項目で、
自施設の線量計を持ちこみ、電子線の相互校正計
測を実際のプロトコール（標準計測法 12）に則り
おこないました。 

 計測準備においては、通常の吸収線量の測定同
様のセットアップ手順でおこない、セットアップ
誤差を少なくするために、水平器を用いて水槽を
設置し、線量計を付け替えるだけで正確に実効中
心にセット出来る相互校正専用の線量計ホルダー
を使用して行った。（今回の測定では 90 度方向
からの照射） 

実際の計測においては、kS、kpol、kTP を測定から
求め、また R50 より kQおよび kQ,Qintを算出し、
その後 ND,wQcross（水吸収線量校正定数比）を算出
した。また、この ND,wQcross（水吸収線量校正定数
比）を使用し、6MeVと 9MeVのそれぞれの校正
深において吸収線量を求めると、当院の線量計
（PPC40）では、標準計測法 12 の方法で求めた
ものに近い結果が得られた。 

今回の実習形式の講習会では、教科書を読むだけ
では理解しがたいことが多いが、実際に体験する
ことにより、より深く理解することができた。こ
のような実際にファントムを使って行う体験型の
勉強会は初めてだったので、私のような放射線治
療の経験年数が浅い者にも理解しやすい講習会で
あった。 

最後になりますが、小口先生をはじめ、加茂前先
生、今回の勉強会のためにお忙しい中、いろいろ
と準備をしていただいた、三重大学医学部附属病
院、松阪中央総合病院のスタッフの皆様一同に深
くお礼を申しあげます。 

 

【第 1回相互校正講習会に参加して】 市立伊勢総合病院 西川晃正 

 

平成 26年 6月 21日に三重大学医学部附属病院
で開催されました三重県放射線治療研究会第 1回
相互校正講習会に参加しての感想と内容を報告さ
せていただきます。 

 当院で使用している電子線校正用の電離箱は標
準計測法 12 で値付けされているものですが、不
確定度低減のためには相互校正の必要があります。
しかし線量計を 1台しか所有していないため当院
単独での相互校正はできません。そのため、今回
の講習会で当院の電離箱線量計の校正の機会が恵
まれたのは幸いでした。 

講習会は午前と午後に分かれ、午前は垂直方向
にビームを照射して計測を行い、午後は水平方向
で計測する形式でした。我々は午前の部です。名
古屋大学の小口宏先生が講師で、設置方法から見

せていただきました。使用された水ファントムは
メーカー貸出との事でしたが、水面を 0.1ｍｍの
精度で一定に自動管理し、ホルダーにはめるだけ
で２つの円筒形電離箱と平面電離箱の実行中心が
揃う、相互校正に大変便利な構造でした。相互校
正では非常に小さな電離量の比を算出するため、
電離箱を取り換える度に本来ならば神経を使って
設置状態を確認しなければならず、このファント
ムのおかげで随分と効率的に作業が進める事がで
きました。 

電離箱の水平方向の中心出しの方法としてコリ
メータを利用しての方法やレーザーと電離箱先端
を合わせてから内腔の距離を移動させる方法を見
せていただきました。SSDのセットアップでは水
面に紙を浮かべ、フロントポインタに接するよう
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調整し、フロントポインタ中心に軽くクルクル回
る位が丁度良い状態と目の前で見せていただきま
した。実習形式ならではの感覚的に理解できる良
い経験でした。 
実際の計測の際、自施設では電圧を変更したら

盲目的に 5分ほど安定するのを待ってから計測し
ているのですが、本会のすぐに計測し始め、得ら
れる値が安定していくのを確認して計測値を採用
する手法は合理的だと思いました。 
相互校正で得られた値は標準計測法の値と約

3％程度差が見られました。「自施設で何度か相
互校正を行い、値が収束すれば得られた値は妥当
と判断できる。」と総括をいただきました。実際
どう運用していくかは今後の課題ですが得る所が
多い研究会でした。 
最後になりますが、今回のような機会を与えて

いただいた運営の皆様に御礼を申し上げます。あ

りがとうございました。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 今回小口先生が準備してくださったエクセルシートは、自施設のデータを用いることですぐに相互校正
が出来るようになっていますので、講習会終了後は自施設での相互校正を実施して技術の習得をお願いし
たいと思います。また、本研究会では今後ともこのような実習形式の講習会を定期的に開催したいと考え
ています。今年度より放射線治療専門放射線技師認定機構の認定単位が通年で 1カウント付与されますの
で資格維持はもちろん、これから認定取得を目指すための講習会として是非共活用頂ければと思います。 
 最後になりますが、参加して頂いた諸先生、技術スタッフとして協力頂いた名古屋大学大学院加茂前先
生、松阪中央総合病院姫子松先生、井上先生、そして朝早くから準備をしてくださいました三重大学医学
部附属病院スタッフ諸君に、この場を借りて厚く御礼申し上げ、活動報告と致します。誠に有り難うござ
いました。 
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日  時  2014 年 10 月 30 日 木曜日 18 時 30 分 
 

場  所  厚生連松阪中央総合病院   

2 階 多目的ホール 

      参加費（会場整理費）：500 円 

内  容   

18：30～ ＊情報提供 CTC炭酸ガス送気装置「エニマ CO2」体験会 
                         堀井薬品工業(株)第二医薬情報部 
                                   長谷川 淳 

 ＊CTC 動画を見てみよう 
医療法人 大西病院  

中谷 幸広 
 ＊症例検討 

                    アドバイザー 
医療法人博仁会 村瀬病院 内科 

胃・大腸センター長 吉村 平 先生 
 
世話人  ：  山本 憲一 

                       吉田 博美 
                       向井 恭祐 
＊日本消化器がん検診学会 胃がん検診専門技師 更新単位付与  
＊消化管撮影に興味がある方、どなた様でも参加して頂けます 

 
後援：（一般社団法人）三重県診療放射線技師会�
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【編集後記】
　18号、19号台風が強烈な勢力で日本上陸と報道され身構えておりましたが、三重県には恐れて
いた程影響を残さずに去っていきました。
　台風が去ったとたん肌寒くなりました。季節の変わり目で体調を崩しやすいですので、皆さん
どうぞお気をつけください。
秋の学会シーズンに突入です。三重県診療放射線技師会関連の研究会にもぜひ足を運んでくださ
い。
　平成26年度第1号のweb会誌を掲載します。
　個人情報保護の観点から、今年度より会員情報を[会員専用ページ]に移行しました。
　会員専用ページのログイン情報は、不定期に発送される会員への郵便物に同封予定です。
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